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　セーリングは、「自然環境の中で、性別、年齢、障がいの
有無に関わらず一緒に楽しめ、また、誰もが自分に合った楽
しみ方ができる」という価値を持つインクルーシブなスポー
ツです。また、セーリングは、国連が 2015 年に目標として
掲げた「誰ひとり取り残さない、多様性と包括性のある社会」
DEI（Diversity, Equity & Inclusion）の推進に大きく寄与
するものであり、海の環境保全活動とあわせて「競技として
のスポーツ」に限らない価値を有するスポーツです。
　公益財団法人日本セーリング連盟（以下、JSAF）は、こ
の「セーリングスポーツの価値」を活力の源泉とし、JSAF
の中長期 VISION「セーリングをもっと楽しく Maximize 
fun of sailing」の実現に向けセーリングスポーツの国内認知
度を高め、セーリングスポーツのより一層の普及・振興・発
展を推進します。そのために、会員の皆様と加盟する団体と
ともに、JSAF の力を結集して DEI や環境保全を推進し、先
進的な競技団体になることを目指すとともに、セーリングス
ポーツの魅力発信、社会共生、収入源増加にむけた新しいチャ
レンジを行ってまいります。
　以下に、2024年度のJSAFの主な重点施策をご説明します。

Ⅰ．もっと身近になる（Easy Access）
(a) 地域社会の人々に「Start Sailing」を呼びかけ、セーリ

ングの開始や再開の場を提供するとともに、海洋環境問
題への取り組みを拡大し、この取り組みを社会に向けて
広く発信します。

(b) ジェンダー平等と障がい者参加を含むインクルーシブな
取組みを推進し、それらの成果を広く社会に発信します。

Ⅱ．関わり続ける（Open Community）
(c) 加盟する団体間や他の組織（ヨットクラブ、自治体や企業、

個人、マリーナなど）と連携して、セーリングに関わる
コミュニティを創設し地域振興に貢献します。

(d) 年齢や環境が変わっても誰もが自分に合ったセーリング
を続けられるように、セーリングスタイルの多様性を守
り、シーマンシップや生涯スポーツとしての価値を高め
ます。

(e) 全国のセーラーが満足できるレース品質を維持するため、

オフィシャルズの人材育成を行うとともに、レースマネ
ジメントの DX 化などを進め、持続可能な活動体制をさ
らに強化します。

Ⅲ．もっと強くなる（High Performance）
(f) パリ 2024 における 1 種目以上のメダル獲得という目標に

向けて、種目特化型の強化策を深化させ、実行します。
(g) パリ 2024 以降を見据えた次世代選手育成プログラム

（HOPE 育成プログラム）の内容をより高いレベルで充実
させ、WS ユースワールドや Jr. ワールドにおいて入賞を
狙え、かつアスリートとしての高い人間力を備えた選手
を輩出していきます。

(h) ブリスベーン 2032 パラセーリング競技の復活に向け、障
がい者セーリングの普及活動、選手強化活動を推進しま
す。

(i) 愛知・名古屋アジア競技大会（愛知・名古屋 2026 大会）セー
リング競技の開催、運営に向けて、愛知・名古屋アジア
競技大会組織委員会と連携して、JSAF としての運営体
制の確立を図り必要な準備を開始します。

(j) セーラーのライフステージに合わせたキールボート、外洋
艇など、総合的に JSAF の強化事業を推進します。

　会員の皆様には、ぜひとも JSAF の活動にご理解を頂き、
引き続きご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

公益財団法人 日本セーリング連盟

専務理事 安藤 淳

2024 年度を迎えるにあたり
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４
７
０
級
で
パ
リ
大
会
の

国
枠
出
場
権
を
獲
得

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
が
一
堂
に
会
し
、

4
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
セ
ー
リ
ン
グ
世

界
選
手
権
大
会
。
２
０
２
３
年
8
月
8

〜
20
日
に
行
わ
れ
た
今
大
会
は
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
1
年
延
期
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
前
回
か
ら
5
年
の
周
期

と
な
り
ま
し
た
が
、
初
の
試
み
と
し
て
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
（
10
種
目
）
と
パ
ラ
種

目
（
4
種
目
）
が
同
時
開
催
さ
れ
、
参

加
国
は
85
カ
国
・
地
域
、
参
加
選
手
は

１
４
０
０
人
、
参
加
艇
数
は
９
０
０
艇
以

上
と
い
う
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
出
場
国
枠
選
考
が
ス
タ
ー
ト
す
る
大

事
な
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
大
会
で
初
日
か
ら
ト
ッ
プ
を
独
走

し
、
メ
ダ
ル
レ
ー
ス
前
に
優
勝
を
確
実

に
し
て
い
た
の
が
４
７
０
級
の
岡
田
奎

樹
／
吉
岡
美
帆
組
で
す
。
岡
田
／
吉
岡
組

は
余
裕
を
持
っ
て
メ
ダ
ル
レ
ー
ス
に
臨

み
5
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ン
を
切
る

と
、
高
々
と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
掲
げ
ま
し

た
。
岡
田
選
手
は
初
め
て
、
吉
岡
選
手
は

２
０
１
８
年
に
吉
田
愛
選
手
と
組
ん
で
出

場
し
た
女
子
４
７
０
級
で
の
優
勝
に
続
き

二
度
目
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
ま

し
た
。

　
一
方
、
3
位
ま
で
5
ポ
イ
ン
ト
差
の
暫

定
6
位
で
メ
ダ
ル
レ
ー
ス
を
ス
タ
ー
ト
し

た
磯
崎
哲
也
／
関
友
里
恵
組
は
、
二
度
目

の
ク
ロ
ー
ズ
レ
グ
で
風
の
シ
フ
ト
を
掴

み
、順
位
を
一
気
に
2
位
ま
で
上
げ
ま
す
。

最
終
レ
グ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
と
激
し
い
バ
ト
ル
を
繰
り
広
げ
な
が
ら

3
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
、
逆
転
で
3
位

と
な
り
銅
メ
ダ
ル
を
手
に
し
ま
し
た
。
表

彰
台
に
日
本
勢
が
2
チ
ー
ム
上
る
快
挙

で
、
こ
の
結
果
、
日
本
は
パ
リ
２
０
２
４

セーリング世界選手権大会＆
杭州アジア競技大会で金・銀・銅×2
2023年に開催されたワールドセーリング主催の「アリアンツ・セーリング世界選手権大会」（オ
ランダ・ハーグ開催）とアジアオリンピック評議会主催の「第19回アジア競技大会」（中国・杭州
開催）にて、日本代表がそれぞれ金・銀・銅メダルを一つずつ獲得する活躍を見せました。

初日からトップを守った470級の岡田／吉岡組（右）とメダルレースで逆転した磯崎／関組

©平井淳一／BULKHEAD Magazine
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
男
女
混
合
４
７
０
級
の

出
場
国
枠
（
1
枠
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

日
本
人
パ
ラ
セ
ー
ラ
ー
初

世
界
大
会
で
銀
メ
ダ
ル

　
一
方
、
パ
ラ
種
目
は
ハ
ー
グ
か
ら
約
30

キ
ロ
離
れ
た
ブ
ラ
ッ
サ
ミ
ュ
ー
ア
湖
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
レ
ー
ス
湖
面
か
ら
は
風
車

と
教
会
が
望
め
る
風
光
明
媚
な
場
所
に

24
カ
国
・
地
域
か
ら
70
人
の
パ
ラ
セ
ー

ラ
ー
が
集
結
。
日
本
か
ら
は
男
子
ハ
ン
ザ

３
０
３
級
に
丹
羽
巧
選
手
が
出
場
し
ま
し

た
。

　

丹
羽
選
手
は
初
日
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド

のPiotr Cichocki

選
手
と
抜
い
た
り

抜
か
れ
た
り
の
ト
ッ
プ
争
い
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
が
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
1
位

のCichocki

選
手
に
は
残
念
な
が
ら
一

歩
お
よ
ば
ず
。
し
か
し
、
昨
年
の
同
ク
ラ

ス
世
界
選
手
権
3
位
か
ら
順
位
を
一
つ
上

げ
2
位
と
な
り
、
日
本
人
パ
ラ
セ
ー
ラ
ー

と
し
て
は
過
去
最
高
順
位
の
銀
メ
ダ
ル
を

手
に
し
ま
し
た
。
感
極
ま
り
涙
を
見
せ
た

丹
羽
選
手
。
そ
の
姿
に
コ
ー
チ
や
サ
ポ
ー

タ
ー
も
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
パ
ラ
種
目
が
同
時
開
催
さ
れ
た
今
回
の

セ
ー
リ
ン
グ
世
界
選
手
権
大
会
。ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
る
中
、
セ
ー
リ
ン
グ
は
年

齢
や
性
別
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

誰
も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
す
る
が
で
き
た
大
会
と

な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

10レース中トップ2回と存在感を見せたパラ
種目男子ハンザ303級の丹羽巧選手

杭州アジア大会でメダルを獲得した代表選手。左から銀メダル獲得の女子49erFX級田中選手、永松選手、男女
混合470級で金メダルを獲得した岡田選手、吉岡選手、銅メダルを獲得した男女混合Nacra17級の西田カピーリ
ア選手、飯束選手

開会式では丹羽選手と49erFX級の市橋
愛生選手が日本チームを代表した

全種目の大会成績は
こちら QR

ア
ジ
ア
大
会
で
は

3
種
目
で
メ
ダ
ル
獲
得

　
ア
ジ
ア
大
会
の
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
は
9

月
18
〜
27
日
、
中
国
・
寧
波
市
セ
ー
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
軽
風
と
強
い
潮
と
い
う
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
、
日
本
か
ら
は
8
種
目
に

12
名
の
代
表
選
手
が
出
場
。
男
女
混
合

４
７
０
級
の
岡
田
奎
樹
／
吉
岡
美
帆
組
が

金
メ
ダ
ル
、
女
子
４
９
ｅ
ｒ
Ｆ
Ｘ
級
の
田

中
美
紗
樹
／
永
松
瀬
羅
組
が
銀
メ
ダ
ル
、

男
女
混
合
Ｎ
ａ
ｃ
ｒ
ａ
17
級
の
飯
束
潮
吹

／
西
田
カ
ピ
ー
リ
ア
桜
良
選
手
が
銅
メ
ダ

ル
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

４
７
０
級
の
岡
田
／
吉
岡
組
は
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
実
力
を
発

揮
し
、初
日
か
ら
一
度
も
ト
ッ

プ
を
明
け
渡
す
こ
と
は
な
く

貫
禄
勝
ち
。
一
方
、
中
国
と

同
点
首
位
で
最
終
日
を
迎
え

た
女
子
４
９
ｅ
ｒ
Ｆ
Ｘ
級
の

田
中
／
永
松
組
は
、
実
に
惜

し
い
銀
メ
ダ
ル
で
し
た
。

　

最
終
日
の
第
1
レ
ー
ス
、

中
国
、日
本
と
も
に
ア
ウ
タ
ー

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
狙
い
ま

し
た
が
、
潮
の
影
響
も
あ
っ

て
中
国
艇
に
有
利
な
展
開
と

な
り
田
中
／
永
松
組
は
4
位

に
。
1
位
と
な
っ
た
中
国
に

逆
転
を
許
し
て
し
ま
い
ま
す
。

最
終
レ
ー
ス
は
田
中
／
永
松

組
が
ト
ッ
プ
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

す
る
意
地
を
見
せ
ま
し
た
が
、

2
ポ
イ
ン
ト
差
で
2
位
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
か
ら
ア
ジ
ア
大
会
種

目
と
な
っ
た
男
女
混
合
Ｎ
ａ

ｃ
ｒ
ａ
17
級
。
飯
束
／
西
田

カ
ピ
ー
リ
ア
組
は
前
半
出
遅
れ
ま
し
た

が
、
第
12
レ
ー
ス
で
ト
ッ
プ
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
す
る
な
ど
後
半
に
成
績
を
上
げ
、
表

彰
台
に
上
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
り
1
年
延
期
さ
れ
た
今
大
会
は
、

シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ド
種
目
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ａ
６
＆

7
級
、iQ

FO
iL

級
、Form

ula Kite

級
）

の
パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権

を
か
け
た
国
枠
選
考
大
会
で
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
大
会
で
の
出
場
権
獲
得
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

©JSAF広報委員会

©JSAFオリンピック強化委員会

©JSAF広報委員会

全種目の大会成績は
こちら QR
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2023年度から始まった新事業
New Business Starting in 2023

JSAF Club/Class of the Year 2023
Presented by ＥＮＥＯＳ

　

日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
は
、

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
株
式
会
社
の
ご
協

力
の
下
、
セ
ー
リ
ン
グ
を
始
め

る
機
会
の
創
出
、
次
世
代
セ
ー

ラ
ー
の
育
成
を
通
じ
た
心
身
と

も
に
健
全
な
社
会
づ
く
り
、
安

全
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る

環
境
づ
く
り
な
ど
を
目
的
に
、

２
０
２
３
年
度
に
２
つ
の
事
業

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

一
つ
は
セ
ー
リ
ン
グ
界
発
展

に
向
け
特
に
優
秀
な
取
り
組
み

す
る
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
（
セ
ー

リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
や
ク
ラ
ス

協
会
な
ど
の
団
体
を
讃
え
る

表
彰
制
度
「J

S
A

F
 C

lu
b

/

C
la

s
s

 o
f th

e
 Y

e
a

r 

2
0

2
3

 P
re

se
n

te
d

 b
y 

E
N

E
O

S

」
で
あ
り
、
も
う

一
つ
が
各
地
で
行
わ
れ
る
デ
ィ

ン
ギ
ー
、
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
の

既
存
の
大
会
を
シ
リ
ー
ズ
化

し
、
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
シ
ニ
ア
、

障
が
い
者
ま
で
老
若
男
女
を

呼
び
込
み
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
＆
コ
ン
ペ
テ
ィ
テ
ィ
ブ
な

セ
ー
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
普

及
・
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み

で
あ
る
「J

S
A

F
 S

a
ilin

g 

S
eries P

resented by 

E
N

E
O

S

」
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
受
章
し
た
４
団

体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

初年度は15団体がノミネート。環境部門はJSAF環境委員会で審査を行い、
その他の部門は、常任委員会メンバーで審査したのち、12月の理事会で表彰を決定しました。

表彰式に臨席したJSAF Class/Club of the Year 2023 presented by ＥＮＥＯＳ賞受賞の皆さん。左からプレゼンターの
ＥＮＥＯＳ株式会社・田村厚子さん、ＥＮＥＯＳ株式会社・岡田滋敬さん、地域社会部門賞の鹿児島オーシャンヨットクラブ・田
中葉子さん、環境部門賞の日本スナイプ協会・杉山武靖さん、アクティブ部門賞の日本VRIクラブ・木暮俊貴さん、ヤング部門
賞の日本オープンスキフクラス協会・諏訪禎男さん、日本セーリング連盟会長・馬場益弘

©濱谷幸江



New Business Starting in 2023

　
１
９
８
９
年
設
立
、
活
動
35
年
目
を
迎
え
る
鹿
児

島
オ
ー
シ
ャ
ン
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
は
、
２
０
２
４
年
１

月
現
在
会
員
数
71
名
、
会
員
年
齢
は
25
〜
75
歳
ま
で

と
幅
広
い
世
代
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
市
が
購
入
し
た
10
艇
の
ス
ナ
イ
プ
で
ヨ
ッ

ト
教
室
を
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
市
民

を
セ
ー
リ
ン
グ
に
誘
う
活
動
を
継
続
。
週
末
に
行
う

「
ヨ
ッ
ト
教
室
」
と
市
主
催
の
「
ヨ
ッ
ト
と
ふ
れ
あ

う
体
験
帆
走
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
１
万
５
０
０
人

ほ
ど
の
鹿
児
島
市
民
に
セ
ー
リ
ン
グ
の
楽
し
さ
や
海

の
魅
力
、
海
洋
環
境
保
全
の
大
切
さ
な
ど
を
実
際
の

活
動
を
通
じ
て
広
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
ク
ラ
ブ
発

足
か
ら
毎
月
欠
か
さ
ず
「
オ
ー
シ
ャ
ン
新
聞
」
も
発

行
し
て
い
ま
す
。

　
田
中
俊
一
会
長
か
ら
は
、「
ク
ラ
ブ
の
目
的
は

„
海
を
通
じ
て
自
然
を
愛
す
る
精
神
を
養
い
、
会
員

相
互
の
親
睦
と
健
康
の
増
進
、ヨ
ッ
ト
技
術
の
向
上
、

ヨ
ッ
ト
人
口
の
拡
大
を
図
る
〝
で
す
。
今
後
も
„
世

代
、
性
別
、
障
が
い
を
問
わ
ず
、
会
員
の
多
様
性
を

高
め
る
活
動
に
尽
力
〝
し
て
い
く
所
存
で
す
」
と
い

う
力
強
い
言
葉
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
ス
ナ
イ
プ
協
会
は
約
50
年
の
活
動
歴
を
持
つ

伝
統
あ
る
ク
ラ
ス
協
会
で
す
。
令
和
元
年
５
月
に
一

般
社
団
法
人
化
さ
れ
、
現
在
、
約
１
０
０
０
名
が
会

員
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

　
協
会
内
に
環
境
委
員
会
を
設
置
しSD

G
s

、
環
境

へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
予
選
大
会
も
含
め
る
と
年
間
20
以
上
の
大
会
を
主

催
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
大
会
で
は
、

1 

海
上
へ
は
マ
イ
ボ
ト
ル
の
持
参
を
推
奨

2 

海
上
へ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
バ
ッ
グ
、
コ
ン
ビ
ニ

袋
等
は
持
参
し
な
い
こ
と
を
周
知

3 

海
上
で
の
喫
煙
は
控
え
る
よ
う
要
請

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
全
日
本
大
会
で
はSD

G
s

ア
プ
リ
を
利
用

し
、
ミ
ッ
ク
ス
選
手
権
で
はCO

2

削
減
効
果
の
あ

る
ド
ロ
ー
ン
マ
ー
ク
を
採
用
す
る
な
と
、
先
進
性
、

凡
用
性
、
イ
ン
パ
ク
ト
、
独
創
性
が
あ
る
と
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　
学
連
の
制
式
艇
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
本
は
世

界
的
に
み
て
も
ス
ナ
イ
プ
級
が
活
発
に
活
動
し
て
い

る
国
の
一
つ
で
す
。
そ
の
た
め
、
国
内
だ
け
で
な
く

国
際
的
な
ス
ナ
イ
プ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
波
及
効
果

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
セ
ー
リ
ン
グ
の
e
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
「
バ
ー
チ
ャ

ル
・
レ
ガ
ッ
タ
・
イ
ン
シ
ョ
ア
（VRI: Virtual 

Regatta Inshore

）」
を
用
い
て
、毎
週
の
定
期
レ
ー

ス
、
各
種
大
会
、
練
習
会
や
オ
フ
会
な
ど
を
主
催
し

て
い
る
の
が
、
日
本
Ｖ
Ｒ
Ｉ
ク
ラ
ブ
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
直
接
対
面
や
レ
ー
ス
開
催
が
難
し
い
２
０
２
０

年
７
月
に
有
志
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
現
在
で
は
社

会
人
・
学
生
（
高
校
生
・
大
学
生
）、
年
齢
・
性
別
・

水
域
・
艇
種
・
障
が
い
の
有
無
を
問
わ
ず
、
２
７
０

名
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
バ
ー
に
登
録
し
て

い
ま
す
。

　

ワ
ー
ル
ド
セ
ー
リ
ン
グ
主
催
で
毎
年
開
催
さ
れ

る
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ッ
プ
」
の
代
表
チ
ー
ム
を

２
０
２
０
〜
２
０
２
３
年
に
輩
出
し
て
お
り
、
ま
た

２
０
２
３
年
に
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
さ

れ
た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
シ
リ
ー
ズ
」
で

入
賞
す
る
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
世
界
の
舞
台
で

活
躍
す
る
ｅ
セ
ー
ラ
ー
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
ｅ
セ
ー
リ
ン
グ
初
心
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や

続
け
や
す
い
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
ユ
ー
ス
の

セ
ー
リ
ン
グ
ス
キ
ル
の
向
上
を
は
か
り
、
ま
た
多
様

で
幅
広
い
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
セ
ー
ラ
ー
を
つ

な
ぎ
止
め
、
セ
ー
リ
ン
グ
界
へ
の
回
帰
や
呼
び
戻
す

役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、
体
験
会
、
ジ
ュ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
や
障
が
い
者
団
体
へ
の
講
座
開
催
な
ど
の

実
地
交
流
を
活
発
に
行
い
、eSailing

委
員
会
主
宰

の
全
日
本
選
手
権
で
大
会
運
営
支
援
・
解
説
な
ど
を

行
い
、
普
及・啓
発
活
動
も
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

「
楽
し
い
セ
ー
リ
ン
グ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
ジ
ュ
ニ
ア

育
成
を
行
う
日
本
オ
ー
プ
ン
ス
キ
フ
ク
ラ
ス
協
会
。

発
足
は
２
０
０
６
年
、
取
り
回
し
が
楽
で
ス
ピ
ー
ド

感
の
あ
る
セ
ー
リ
ン
グ
が
楽
し
め
る
オ
ー
プ
ン
ス
キ

フ
級
を
約
30
艇
所
有
し
、
兵
庫
県
西
宮
市
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
約
１
０
０
人
へ
の
セ
ー
リ
ン
グ
無
料
体
験
会

や
、
近
隣
小
学
校
の
校
外
学
習
と
し
て
セ
ー
リ
ン
グ

体
験
を
行
う
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
、
興
味
が
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
は
セ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
へ
勧
誘
す
る

な
ど
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
地
の
ク
ラ
ブ
が
集
ま
る
公
式
戦
、
春
の
ジ
ャ
パ

ン
カ
ッ
プ
、
秋
の
全
日
本
選
手
権
を
そ
れ
ぞ
れ
年
に

一
回
ず
つ
開
催
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
へ

の
日
本
選
手
派
遣
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
オ
ー
プ
ン
ス
キ
フ
協
会
の
コ
ー
チ
と
し
て

ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
・
普
及
に
努
め
る
田
中
拳
太
郎
さ

ん
は
、「
今
後
は
日
本
各
地
の
マ
リ
ー
ナ
や
ヨ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
に
„
出
前
講
座
〝
の
形
で
艇
と
コ
ー
チ
を
派

遣
し
、さ
ら
に
活
発
に
普
及
活
動
を
行
う
計
画
で
す
。

大
会
は
ほ
ぼ
全
艇
チ
ャ
ー
タ
ー
な
の
で
、
身
ひ
と
つ

で
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
日
本
初
の
オ
ー
プ
ン
ス
キ

フ
級
世
界
選
手
権
が
２
０
２
５
年
に
西
宮
で
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ク
ラ
ス
の
活
動
に
注
目
し
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
社
会
部
門
賞

　（C
om

m
unity C

ategory A
w

ard

）

鹿
児
島
オ
ー
シ
ャ
ン
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
部
門
賞

　（A
ctive C

ategory A
w

ard

）

日
本
Ｖ
Ｒ
Ｉ
ク
ラ
ブ

　
ヤ
ン
グ
部
門

　（Young Person’s C
ategory Aw

ard

）

日
本
オ
ー
プ
ン
ス
キ
フ
ク
ラ
ス
協
会

2023年度シリーズ
インクルーシブラウンド
● ピース･カップ ： 2023年9月23〜24日・広島観音マリーナ（4種目59チーム・参加72人）
コンペティションラウンド
● 和歌浦セーリングフェスティバル ： 2023年10月28〜29日・和歌山セーリングセンター（2クラス・参加26チーム）
● 全日本420級セーリング選手権大会 ： 2023年11月3〜5日・和歌山セーリングセンター（54チーム・参加108人）
● 全日本スナイプ級ミックスヨット選手権大会 ： 2023年11月11〜12日・福岡市ヨットハーバー（参加28チーム・56人）
● 全日本オプティミスト級セーリング選手権大会 ： 2023年11月16〜19日・高松市ヨット競技場（参加84人）
● 全日本モスクラス選手権大会 ： 2023年11月23〜26日・葉山港（参加21人）

初年度は2部門で6大会を実施
計269チーム、500人あまりの選手が参加

JSAF Sailing Series Presented by ＥＮＥＯＳ

　
環
境
部
門
賞

　（G
reen C

ategory A
w

ard

）

一
般
社
団
法
人 

日
本
ス
ナ
イ
プ
協
会
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©第12回ピース・カップ/平井基博

©和歌浦セーリングフェスティバル2023/山崎武敏
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小
笠
原
レ
ー
ス
２
０
２
３
は
、
こ
れ
ま

で
と
違
い
三
浦
半
島
小
網
代
沖
か
ら
小
笠

原
諸
島
父
島
ま
で
南
下
す
る
コ
ー
ス
の

レ
ー
ス
と
し
た
。

　
小
笠
原
レ
ー
ス
は
約
５
０
０
マ
イ
ル
の

外
洋
レ
ー
ス
で
あ
る
た
め
、
安
全
対
策
の

面
で
ス
ペ
シ
ャ
ル
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｏ

Ｓ
Ｒ
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
し
か
も
Ｏ
Ｓ
Ｒ
で
定
め
ら
れ

て
い
る
サ
バ
イ
バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

講
し
て
い
る
乗
員

が
30
％
以
上
い
な

け
れ
ば
参
加
資
格

を
与
え
ら
れ
な
い

な
ど
相
当
ハ
ー
ド

ル
の
高
い
レ
ー
ス

で
あ
る
。

　
当
初
、
参
加
艇

が
少
な
く
大
会
そ

の
も
の
の
成
立
が

危
ぶ
ま
れ
た
が
、

最
終
的
に
７
艇
の

参
加
で
あ
っ
た
。

４
月
23
日
10
時
55

分
予
告
信
号
、
ス

タ
ー
ト
前
に
は
海

外
の
ロ
ン
グ
レ
ー

ス
で
採
用
さ
れ
て
い
る
ス
ト
ー
ム
ジ
ブ
と

ト
ラ
イ
ス
ル
の
展
開
な
ど
の
義
務
が
課
せ

ら
れ
た
。
そ
れ
は
後
に
大
い
に
役
に
た
っ

た
艇
も
あ
っ
た
。

　
天
気
は
相
当
強
風
が
持
続
す
る
予
想
で

あ
っ
た
。
後
か
ら
聞
く
と
40
ノ
ッ
ト
オ
ー

バ
ー
に
も
上
が
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
よ

う
な
中
で
い
や
な
予
感
が
当
た
っ
た
。
１

艇
は
大
波
を
く
ら
っ
た
は
ず
み
で
ク
ル
ー

が
船
内
で
転
倒
し
負
傷
、
も
う
1
艇
は
ワ

イ
ル
ド
ジ
ャ
イ
ブ
に
よ
る
ブ
ー
ム
の
破
損
。

荒
波
の
中
で
の
メ
イ
ン
セ
ー
ル
の
ダ
ウ
ン

と
ト
ラ
イ
ス
ル
の
装
着
な
ど
体
力
が
限
界

ま
で
消
耗
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
２
艇

は
八
丈
島
に
避
航
し
無
事
舫
を
と
っ
た
。

　
残
る
５
艇
は
順
調
に
父
島
の
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
ラ
イ
ン
を
目
指
す
。
ラ
イ
ン
オ
ナ
ー

は
〈
貴
帆
〉
で
歴
代
最
速
の
２
日
と
10
時

間
27
分
37
秒
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
順
次

ゴ
ー
ル
を
切
る
。
レ
ー
ス
委
員
会
と
し

て
は
安
全
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
確
実
に
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
を
と
る
こ
と
を
最
大
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
た
も
の
の
、
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
本
部
船
は
な
く
、
島
の
高
台
に
あ
る

ウ
エ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
湾
内
の
浮
標

の
見
と
お
し
線
を
ラ
イ
ン
と
決
め
て
い
た

が
、
霧
や
雨
の
心
配
も
一
方
で
は
あ
っ
た
。

し
か
し
、
天
が
味
方
し
た
の
か
最
終
艇
が

深
夜
０
時
を
回
り
無
事
タ
イ
ム
を
と
っ
た

と
こ
ろ
で
豪
雨
が
一
気
に
降
り
だ
し
た
。

　
〈
貴
帆
〉
が
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。

20
代
の
２
人
の
女
性
ク
ル
ー
は
北
田
浩

艇
長
の
愛
の
ム
チ
に
相
当
体
力
的
に
も
精

神
的
に
も
苦
労
し
た
に
違
い
な
い
。
た
だ

２
人
に
と
っ
て
は
今
回
の
レ
ー
ス
、
人
生

に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
経
験
を
し
た
と
思

う
。

　

小
笠
原
村
の
人
々
は
こ
の
レ
ー
ス
を

大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り
ウ
エ
ザ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
何
時
も
数
人
の
村
民
が

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
艇
を
昼
夜
、
限
ら
ず

眺
め
っ
て
い
た
。
ま
た
、
島
内
の
民
宿
や

飲
食
店
、
ツ
ア
ー
会
社
な
ど
こ
の
小
笠
原

レ
ー
ス
の
ポ
ス
タ
ー
を
張
つ
け
て
お
り
村

民
あ
げ
て
の
レ
ー
ス
は
間
違
い
な
い
。

　
最
後
に
小
笠
原
の
海
は
言
う
ま
で
も
な

く
大
変
綺
麗
で
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
の
親
子

が
泳
ぎ
の
練
習
を
し
て
い
る
姿
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
見
ら
れ
た
。
次
回
は
２
０
２
５

年
の
開
催
が
決
定
し
た
。

　
多
く
の
参
加
者
で
南
の
島
に
向
か
う
迫

力
レ
ー
ス
に
し
た
い
。

（
小
笠
原
レ
ー
ス
２
０
２
３
レ
ー
ス
委
員

長　
石
川
彰
）

【期　間】 2023年4月22日～28日
【開催地】 神奈川県三崎～小笠原父島二見港
【主　催】 (公財)日本セーリング連盟(主管　外洋常任委員会)、日本オーシャンセーラー協会
【協　力】 JSAF外洋東京湾、JSAF外洋三崎、三浦外洋セーリングクラブ、JSAF外洋湘南、JSAF外洋沖縄

小笠原レース2023Topics1

2023 年 4 月 28 日に小笠原・父島で行われた表彰式
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２
０
２
３
年
５
月
、
第
３
回
と
な
る

外
洋
ダ
ブ
ル
ス
（
ダ
ブ
ル
ハ
ン
ド
）
日

本
選
手
権
が
行
わ
れ
た
。
今
回
も
前
回
と

同
じ
４
艇
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
並

ん
だ
。
コ
ー
ス
は
、
和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ

テ
ィ
ー
沖
を
ス
タ
ー
ト
し
、
淡
路
島
の
南

に
あ
る
沼
島
を
反
時
計
回
り
に
廻
航
し
、

紀
伊
半
島
を
南
下
、
潮
岬
を
回
航
し
北
上
、

伊
勢
沖
か
ら
伊
良
湖
水
道
を
通
過
し
、
愛

知
県
蒲
郡
市
の
ラ
グ
ナ
マ
リ
ー
ナ
沖
に

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
２
０
０
マ
イ
ル
で
あ

る
。

　

ス
タ
ー
ト
時
は
南
南
西
１・
５
ノ
ッ

ト
、
晴
天
。
今
回
も
微
風
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
。
序
盤
は
風
が
弱
く
ゆ
っ
く
り

と
進
ん
で
い
た
が
、
沼
島
を
回
航
す
る
頃

に
は
風
速
も
上
が
り
始
め
、
第
2
回
大
会

と
同
じ
く
４
艇
は
気
の
抜
け
な
い
接
近
戦

で
、
２
日
の
未
明
に
潮
岬
を
回
り
北
上
を

始
め
た
。
し
か
し
夜
が
明
け
始
め
る
と
予

報
通
り
風
が
落
ち
、
熊
野
灘
で
忍
耐
の
1

日
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
３
日
朝
、

〈VICKE

〉
と
〈KLC H

O
RIZO

N
 

6
〉

が
先
行
し
、
何
と
か
伊
良
湖
ま
で
辿
り
着

い
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
弱
い
風
、
向
い
潮

と
苦
し
み
は
続
き
、
後
続
の
２
艇
も
追
い

つ
い
て
き
た
。
三
河
湾
に
入
っ
て
も
軽
風

で
最
後
ま
で
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
が
続
い
た
。

　

ト
ッ
プ
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
は
〈KLC 

H
O

RIZO
N

 

6
〉、
所
要
時
間
は
２
日
間

５
時
間
09
分
14
秒
、
修
正
で
も
１
位
で
二

連
覇
を
達
成
し
た
。
２
位
〈SH

IKADA

〉、

３
位
〈VICKE

〉、
４
位
〈SIESTA

〉
と

な
っ
た
。
昨
年
と
同
じ
顔
触
れ
で
の
レ
ー

ス
だ
っ
た
が
、
53
時
間
走
っ
て
35
分
差
で

全
艇
が
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
と
い
う
、
ロ

ン
グ
レ
ー
ス
で
は
あ
る
が
ひ
と
時
も
気
の

抜
け
な
い
セ
ー
リ
ン
グ
を
満
喫
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
。

　
ス
タ
ー
ト
前
、
参
加
艇
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
外
洋
ダ
ブ
ル
ス
の
魅
力
を
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。「
変
針
が
多
く
、
地
形
に

よ
る
風
変
化
が
複
雑
な
コ
ー
ス
で
、
ゲ
ー

ム
性
が
高
く
、
２
０
０
マ
イ
ル
と
長
す
ぎ

な
い
距
離
で
も
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
の

レ
ー
ス
が
で
き
る
」「
１
人
当
た
り
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
高
く
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

後
の
達
成
感
が
大
き
い
」「
レ
ー
ス
を
通

し
て
成
長
で
き
る
」「
２
人
な
ら
で
は
の

気
軽
さ
を
何
よ
り
魅
力
に
感
じ
る
。
何
が

あ
っ
て
も
2
人
で
協
力
し
て
、
お
互
い
の

特
性
を
生
か
し
て
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し
て

い
く
の
も
楽
し
さ
の
１
つ
」「
イ
ン
シ
ョ

ア
の
よ
う
に
慌
し
く
な
く
マ
イ
ペ
ー
ス
で

乗
る
こ
と
が
で
き
、
島
や
半
島
の
景
色
を

間
近
か
で
見
な
が
ら
セ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し

め
る
と
こ
ろ
が
と
て
も
良
い
。
晴
れ
た
ナ

イ
ト
セ
ー
リ
ン
グ
で
は
満
点
の
星
空
が

自
分
た
ち
を
つ
つ
み
こ
む
よ
う
で
感
動
す

る
」「
レ
ー
ス
は
厳
し
く
難
し
い
所
も
あ

る
が
、
完
走
で
き
た
だ
け
で
も
お
腹
い
っ

ぱ
い
の
満
足
感
が
得
ら
れ
る
達
成
感
も
魅

力
」
そ
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
欲
し
い
と
の
声
が
届
い
た
。

　
第
４
回
大
会
も
２
０
２
４
年
５
月
１
日

に
同
じ
コ
ー
ス
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

（
２
０
２
３
外
洋
ダ
ブ
ル
ス
日
本
選
手
権

レ
ー
ス
委
員
長　
中
村
和
哉
）

総合優勝した〈KLC HORIZON 6〉の
邨瀬愛彦さん（右）、高原奈穂さん

【期　　間】 2023年4月29日～5月5日
【開 催 地】 和歌山県和歌山市～愛知県蒲郡市
【共同主催】（公財）日本セーリング連盟（主管 外洋常任委員会）
【協　　力】 JSAF外洋東海、JSAF外洋内海、和歌山県セーリング連盟、㈱ラグナマリーナ、ラグナマリー

ナヨットクラブ、NPO法人和歌山セーリングクラブ、和歌山マリーナシティヨット倶楽部

2023外洋ダブルス
（ダブルハンド）日本選手権

Topics 2

Canvas Work-Watts Bag
Fender Cover, Bo’s’n Chair, etc.

www.quantumsails.com
www.wattsmarine.jp
info@wattsmarine.jp

本社ロフト
〒238-0233 神奈川県三浦市向ヶ崎町8-40
 ： 話電 046-882-5451　Fax  ： 046-882-4319

関西営業所
〒662-0933 兵庫県西宮市西波止町1-2 マリンスクエア M-1

 ： 話電 0798-23-6410

クァンタム・ジャパン

（株）セイルス・バイ・ワッツ・ジャパン

One Design~Big Boat 
すべては一歩から

- TO THE NEXT CHALLENGE -
Optimist Snipe

ラインオナー〈KLC HORIZON 6〉
総合優勝〈KLC HORIZON 6〉、2 位〈SIKADAI〉、3 位〈VICKE〉
ミックスダブルス 1 位〈KLC HORIZON 6〉
男性ペア 1 位〈SIESTA〉



世界一周レースを完走した〈MILAI〉全長40ftのクラス40

を
叶
え
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
の
め
り
込
み
、

世
界
の
海
を
見
た
い
と
い
う
野
望
を
持
っ

てG
lobe

40
に
挑
戦
し
完
走
し
た
外
洋

セ
ー
ラ
ー
で
す
。

—
—

ま
ず
は
完
走
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
レ
ー
ス
（
フ
ラ
ン
ス
・

ロ
リ
ア
ン
か
ら
本
ス
タ
ー
ト
の
モ
ロ
ッ

コ
・
タ
ン
ジ
ェ
ま
で
）
か
ら
好
調
で
前
半

戦
は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら

ド
キ
ド
キ
、
最
後
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
よ
う

な
世
界
一
周
で
し
た
ね
。
無
事
に
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
で
き
て
お
二
人
も
ホ
ッ
と
し
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

中
川
：
ス
タ
ー
ト
前
か
ら
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の

ロ
リ
ア
ン
か
ら
本
ス
タ
ー
ト
地
点
な
る
モ

ロ
ッ
コ
ま
で
は
練
習
を
兼
ね
て
い
る
の

で
、
ダ
ブ
ル
ハ
ン
ド
で
は
な
く
て
も
い
い

の
で
す
。〈M

ILA
I

〉
も
私
を
含
め
、
各

レ
グ
で
乗
り
変
わ
る
多
国
籍
の
コ
ス
キ
ッ

パ
ー
た
ち
総
勢
4
人
が
乗
り
込
み
順
調
に

走
っ
て
い
ま
し
た
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡

ま
で
10
キ
ロ
ほ
ど
に
な
っ
た
時
で
す
。
遠

方
に
イ
ル
カ
の
よ
う
な
集
団
を
見
つ
け
た

と
思
っ
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
追
い
つ

き
〈M

ILA
I

〉
に
体
当
た
り
を
し
て
き
ま

し
た
。

鈴
木
：
皆
、
最
初
は
何
が
起
こ
っ
た
か
理

解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
す
ぐ
に

シ
ャ
チ
に
襲
わ
れ
て
い
る
と
分
か
り
ま
し

た
。
実
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
航
行
す

る
セ
ー
ラ
ー
の
間
で
、
２
年
ほ
ど
前
か
ら

突
然
、
シ
ャ
チ
が
セ
ー
ル
ボ
ー
ト
を
襲
撃

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
噂
に
な
っ
て
い
た

の
で
す
。
で
も
ま
さ
か
自
分
た
ち
が
攻
撃

さ
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
シ
ャ

チ
は
全
長
12
ｍ
の
〈M

ILA
I

〉
の
半
分
ほ

ど
の
大
き
さ
が
あ
り
ま
す
。
15
分
ほ
ど
で

何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
去
っ
て
い

き
ま
し
た
が
、
怖
か
っ
た
で
す
よ
。
シ
ャ

チ
に
襲
わ
れ
て
沈
没
し
た
ヨ
ッ
ト
も
い
ま

す
か
ら
ね
。

中
川
：
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ま
で
あ
と
僅
か

だ
っ
た
た
め
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
て
か
ら
、
ラ

ダ
ー
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
の
で
す
。
し
ま
っ
た
！
と
思
い

ま
し
た
が
、
同
時
に
„
シ
ャ
チ
に
舵
を
か

じ
ら
れ
る
〝
と
い
う
ダ
ジ
ャ
レ
も
思
い
つ

き
ま
し
た
（
笑
）。

公式サイトへ続く
〈MILAI〉の世界一周はま
だまだ続きます。鈴木晶友
さん、中川紘司さんのイン
タビュー全文はこちらから

シ
ャ
チ
の
手
荒
い
歓
迎
!?

で
始
ま
っ
た
世
界
一
周
レ
ー
ス

　

チ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
兼
Co
ス
キ
ッ
パ
ー
の

中
川
紘
司
さ
ん
は
、
幼
少
期
か
ら
セ
ー
リ

ン
グ
を
始
め
、
20
歳
で
ヨ
ッ
ト
か
ら
離
れ

る
も
40
歳
を
目
前
に
再
び
海
の
世
界
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
、
自
称
„
出
戻
り
セ
ー

ラ
ー
〝
で
す
。
ス
キ
ッ
パ
ー
で
あ
る
鈴
木

晶
友
さ
ん
が
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ザ
ッ
ト
に
挑
戦

し
た
時
か
ら
応
援
し
続
け
、
今
回
は
自
身

の
夢
の
一
つ
で
あ
る
外
洋
レ
ー
ス
へ
の
参

加
をG

lobe

40
で
叶
え
ま
し
た
。
中
川

さ
ん
は
IT
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
取
締
役
副

社
長
で
あ
り
、
最
前
線
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す

る
二
刀
流
セ
ー
ラ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。 

　

全
レ
グ
に
乗
船
し
た
ス
キ
ッ
パ
ー
の
鈴

木
晶
友
さ
ん
も
幼
少
期
に
セ
ー
リ
ン
グ
を

始
め
、
OP
、
ス
ナ
イ
プ
、
モ
ス
な
ど
に
乗

り
継
ぎ
な
が
ら
全
日
本
選
手
権
、
世
界
選

手
権
な
ど
で
実
績
を
積
み
ま
し
た
。
大
学

卒
業
後
は
一
般
企
業
に
就
職
す
る
も
、
幼

少
期
に
芽
生
え
た
ヨ
ッ
ト
で
の
大
陸
間
横

断
の
憧
れ
を
忘
れ
ら
れ
ず
退
職
。
ミ
ニ
ト

ラ
ン
ザ
ッ
ト
２
０
１
９
（
単
独
大
西
洋
横

断
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
）
で
大
西
洋
横
断
の
夢

２
０
２
３
年
４
月
８
日
、
二
人
の
日
本
人
を
乗
せ
た
一
隻
の
外
洋
艇
が
、
フ
ラ
ン
ス
大
西
洋
岸
の
町
、
ロ

リ
ア
ン
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
船
体
に
は
〈M

ILA
I

〉
の
文
字
。
そ
う
、日
本
語
の
「
未
来
」
が
語
源
で
す
。

２
０
２
２
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ダ
ブ
ル
ハ
ン
ド
で
の
世
界
一
周
レ
ー
ス
「
第
１
回
グ
ロ
ー
ブ
40
」
に

出
場
し
、
見
事
完
走
、
総
合
３
位
と
い
う
成
績
を
残
し
た
ス
キ
ッ
パ
ー
の
鈴
木
晶
友
さ
ん
と
、
中
川
紘
司

さ
ん
に
、
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
は
２
０
２
３
年
度
の
定
期
表
彰
に
て
「
優
秀
競
技
者
賞
」
を
授
与
し
ま

し
た
。
波
乱
万
丈
の
レ
ー
ス
の
様
子
を
じ
っ
く
り
と
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

写
真
提
供
／M

ILA
I　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
西
朝
子
（
広
報
委
員
会
）　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
日
：
２
０
２
３
年
５
月
10
日

中川紘司（ナカガワコウジ）／チームオーナー、コスキッパー
1980年3⽉4⽇⽣まれ兵庫県出⾝員
2000年明⽯⼯業⾼等専⾨学校卒業
2003年愛媛⼤学⼯学部卒業
幼少期からセーリングを始め、20歳でヨットから離れるも40歳を⽬
前に、再び海の世界にチャレンジ。鈴⽊をミニトランザット時から応
援し続け、今回は⾃⾝の夢の⼀つである外洋レースへの参加を
Globe40で叶えた。NTTグループの株式会社PhoneAppli取締役
副社⻑というビジネスマンの顔も持ち、Glove40参戦中もパソコンを
持参し部下からの連絡に対応した？とかしなかった？とか。いずれにし
ても最前線でビジネスをする⼆⼑流セーラーであす。

鈴⽊晶友（スズキマサトモ）／スキッパー
1985年8⽉12⽇⽣まれ千葉県出⾝ 
2004年千葉経済⼤学付属⾼等学校卒業
2009年法政⼤学経営学部卒業
幼少期にセーリングを始め、全⽇本選⼿権、世界選⼿権などで実績
を積む。⼤学卒業後は（株）⽇⽴ソリューションズに就職するも、幼
少期に芽⽣えたヨットでの⼤陸間横断の憧れを忘れられず退職。ミ
ニトランザット2019 （単独⼤⻄洋横断ヨットレース）で⼤⻄洋横断
の達成を通して叶える。その後“世界の海を⾒てみたい”とGlobe40
に挑戦、完走。現在はDMG MORI Sailing Teamに所属し、コー
チとして若手育成に携わっている。

9カ月ぶりにフランス・ロリアンに帰港した〈MILAI〉と鈴木晶友さん・中川紘司さん

10J-SAILING VOL.119

地
球
一
周
3
万
２
２
８
２
マ
イ
ル G

lo
b

e

40
完
走
・
総
合
3
位

〈M
IL

A
I

〉鈴
木
晶
友
さ
ん
、中
川
紘
司
さ
ん
に
聞
く

©MILAI

©MILAI©MILAI
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セ
ー
リ
ン
グ
競
技
大
会
の
観
戦
は
、
海

上
で
実
施
す
る
競
技
環
境
の
た
め
、
競
技

状
況
や
臨
場
感
・
応
援
環
境
・
一
体
感
な

ど
の
理
解
が
難
し
く
、
最
新
技
術
の
導
入

に
は
多
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
放

映
が
実
施
さ
れ
る
大
規
模
大
会
以
外
で

は
、
身
近
な
関
係
者
（
大
学
関
係
者
、
保

護
者
、
知
人
・
友
人
等
）
の
オ
ン
サ
イ
ト
・

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
観
戦
が
難
し
く
な
っ
て

お
り
、
長
ら
く
セ
ー
リ
ン
グ
普
及
の
阻
害

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ー
リ
ン
グ
のSee Sports

（
み
る
ス

ポ
ー
ツ
）
と
し
て
の
価
値
向
上
の
た
め
に

は
、
簡
易
な
仕
組
み
で
観
戦
体
験
を
提
供

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
で
は
、
導
入
が
期
待
さ
れ
る
ド

ロ
ー
ン
映
像
、
実
況
・
解
説
を
用
い
た
配

信
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
等
の
導
入
可
能
性
と

そ
の
効
果
、
あ
る
べ
き
品
質
・
収
益
性
を

評
価
す
る
た
め
、
２
０
２
３
年
度
は
参
加

者
・
観
戦
者
の
多
い
全
日
本
イ
ン
カ
レ
に

て
検
証
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
経
営
企
画
室See Sport

実
現
チ
ー
ム
）

ライブ配信されたインカレの様子

セーリング競技の見える化を探る
インカレのライブ配信 実証実験結果

Topics 3
   実証実験の概要
日時：2023年11月4日（土）〜5日（日）
場所：福岡県福岡市ヨットハーバー（小戸）
大会：全日本学生ヨット連盟主催 第88回全日本学生ヨット選手権大会
参加：470級・スナイプ級団体戦、各24校・72艇エントリー
内容：現地で撮影したドローン映像に、東京都千代田区の特設スタジオ

で実況・解説を組み合わせて配信。視聴した選手・運営関係者、
ヨット部OBOG、家族・親戚等にアンケートを実施

   実証実験の結果

総再生回数は１万６０００回超、ユニーク視聴者数はそれぞれ２０００2
人超に上りました。配信中総視聴時間は３０００時間弱、コメント投稿数
は７００投稿弱でした。
継続的なリアルタイム配信の実施希望は、全体では実施してほしいと回
答した人が98％、どちらとも言えないが１・４％、実施しなくて良いと回答
した人が０%で、ライブ配信に満足していないと答えた層でもぜひ実施し
てほしいと回答した人が１００％でした。アンケート結果の詳細と今後の
動画配信に向けての改善点などについては、公式サイトをご覧ください。

11月４日（土） 11月5日（日） 合計

再生回数
総再生数（〜11/21 PST） 7,980回 8,501回 16,481回

うちライブ配信中再生回数 4,970回 5,451回 10,421回

再生回数

ユニーク視聴者数（〜11/21 PST） 3,764人 3,901人 ー

うちライブ配信中ユニーク視聴者数 2,114人 2,340人 ー

※ライブ配信中同時視聴最大数 430人 602人 ー

エンゲージメント

総再生時間（〜11/21 PST） 1,403時間 2,284時間 3,687時間

うち、ライブ配信中総視聴時間 1,137時間 1,712時間 2,849時間

ライブ配信中チャットコメント総数 237投稿 459投稿 696投稿
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環
境
委
員
会
は
、
セ
ー
ラ
ー
・
競
技

大
会
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
貢
献
の
可
視
化
・
評

価
を
簡
易
に
行
う
ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
環
境
ア
プ
リ
」
の
開
発
を
完
了

し
、
２
０
２
３
年
度
に
４
大
会
で
ト
ラ

イ
ア
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
ア
プ
リ
で
は
、
大
会
参
加
選
手
・

運
営
関
係
者
の
環
境
保
全
行
動
に
ポ

イ
ン
ト
付
与
し
て
ラ
ン
キ
ン
グ
化
で

き
、
行
動
に
よ
る
シ
ン
グ
ル
ユ
ー
ス
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
替
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
削
減
換
算
量
を
算
出
で
き
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
の
ト
ラ
イ
ア
ル
登
録
者

は
45
人
、
削
減
換
算
量
は
３
８
０
６ｇ
、

登
録
者
一
人
当
た
り
平
均
は
84
・
６ｇ

で
し
た
。

　
２
０
２
３
年
度
の
実
施
結
果
に
基
づ

き
、
会
員
一
人
あ
た
り
の
セ
ー
リ
ン
グ

活
動
に
お
け
る
シ
ン
グ
ル
ユ
ー
ス
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
代
替
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

年
間
削
減
相
当
量
を
試
算
す
る
と
1.0 

kg
、
連
盟
の
大
会
実
施
時
の
年
間
削

減
量
を
試
算
す
る
と
約
７
６
０
kg
（
一

般
家
庭
電
力
消
費
量
半
年
分
弱
）、
連

盟
の
年
間
の
セ
ー
リ
ン
グ
活
動
の
年
間

削
減
量
を
試
算
す
る
と
約
９・
１
ト
ン

（
一
般
家
庭
電
力
消
費
量
５
世
帯
１
年

分
）
と
な
り
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
度
は
、
貢
献
が
一
覧
化

で
き
る
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
機
能
を
追
加

予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
公
認
大
会
の
環

境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
補
助
金
の
補
助
要
件

に
位
置
づ
け
、
よ
り
活
用
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、
各
種
調
査
に
よ
っ
て
試
算

の
精
度
向
上
に
努
め
ま
す
。
引
き
続
き

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
環
境
委
員
会
）

SDGs貢献アプリで可視化
JSAF会員の2023年CO2削減量は約9.1トン
500mlペットボトル換算で約910万本分

Topics 4

　会員一人あたりの年間削減相当量 
　＝大会でのCO２削減量実績／登録者数×

年間セーリング回数 
　＝84.6g×12回 
　＝1.0kg 
　 ※年間12回（月1回）のセーリング活動を、大会と同様

に実施と仮定（会員アンケート2021結果より設定）

　会員全体での大会時の削減相当量 
　＝大会でのCO２削減量実績／登録者数×

会員数 
　＝84.6g×約9,000名 
　＝760kg 
　※年間平均１大会に参加と仮定 

　連盟の年間のセーリング活動の
　年間削減相当量 
　＝大会でのCO２削減量実績／登録者数×

年間セーリング回数×会員数 
　＝84.6g×12回×約9,000名 
　＝約9.1トン 
　 ※年間12回（月1回）のセーリング活動を、大会と同様

に実施と仮定（会員アンケート2021結果より設定）
※ CO2 1 トン＝一般家庭電力消費半年分

参考 試算式 大会名 登録者数 CO2 削減換算量

第 76 回全日本スナイプ級
ヨット選手権大会 13 438g

全日本 470 級
ヨット選手権大会 13 1,770g

第 24 回全日本セーリング
スピリッツ級選手権大会 13 1,321g

RS JAPAN OPEN 2023 
兼 RS aero 全日本選手権 6 277g

合　計 45 3,806g

登録者一人当たり平均 84.6g

試算項目

シングルユース
プラスチックの

代替による
CO2 年間
削減相当量

会員一人あたり
のセーリング活
動による年間削

減相当量

約 1.0kg

連盟の大会実施
時の年間削減相

当量
約 760kg

連盟のセーリン
グ活動の年間削

減相当量
約 9.1 トン
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オリンピックeスポーツシリーズ2023
e-Sailingで日本代表が活躍！

Topics 5
　
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ

Ｃ
）
が
主
体
と
な
り
、
国
際
競
技
連
盟

（
Ｉ
Ｆ
）
や
ゲ
ー
ム
会
社
と
連
携
し
て

行
わ
れ
た
、
世
界
規
模
の
バ
ー
チ
ャ
ル

＆
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
競
技

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
シ
リ
ー

ズ
」
の
対
面
式
決
勝
戦
が
２
０
２
３
年

６
月
22
日
～
25
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
e-Sailing

競
技
の
決
勝
戦
に
は
、

５
０
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
世
界
各

地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
11
名
が
集
ま

り
、
日
本
か
ら
は
古
川
悠
航
選
手
と
木

暮
俊
貴
選
手
の
２
名
が
出
場
。
予
選

７
レ
ー
ス
、
上
位
５
名
に
よ
る
メ
ダ
ル

レ
ー
ス
を
経
て
、
フ
ラ
ン
ス
のTim

 
Carpentier

選
手
が
初
代
王
者
に
輝
き

ま
し
た
。

　
古
川
選
手
、
木
暮
選
手
と
も
に
メ
ダ

ル
レ
ー
ス
に
は
進
出
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
古
川
選
手
は
第
２
、
第
３
レ
ー

ス
で
ト
ッ
プ
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
、
木
暮
選

手
も
第
５
レ
ー
ス
で
ト
ッ
プ
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
す
る
な
ど
日
本
人
ｅ
セ
ー
ラ
ー
の

存
在
感
を
大
い
に
示
し
、
古
川
選
手
は

総
合
６
位
、
木
暮
選
手
は
総
合
７
位
と

健
闘
し
ま
し
た
。

　
古
川
選
手
は
勝
進
出
者
の
中
で
最
年

少
の
20
歳
（
開
催
時
）
で
横
浜
国
立
大

学
ヨ
ッ
ト
部
所
属
。
日
本
の
ｅ
セ
ー
リ

ン
グ
界
第
一
人
者
の
木
暮
選
手
は
都

立
大
学
ヨ
ッ
ト
部
O
B
で
す
。
リ
ア

ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
違
い
に
つ
い
て
、

「
レ
ー
ス
中
の
緊
張
感
は
リ
ア
ル
も

バ
ー
チ
ャ
ル
も
同
じ
で
、
ほ
と
ん
ど
違

い
な
く
レ
ー
ス
に
集
中
で
き
ま
し
た
。

気
持
ち
的
に
は
、
他
の
ｅ
セ
ー
ラ
ー
が

„
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
ぜ
〝
と

い
う
感
じ
で
笑
顔
だ
っ
た
の
で
、
緊
張

は
あ
っ
た
も
の
の
比
較
的
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
レ
ー
ス
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
」
と

古
川
選
手
。

　
木
暮
選
手
は
「
前
日
に
し
っ
か
り
睡

眠
を
取
っ
た
り
、
体
調
管
理
に
気
を
つ

け
た
り
は
リ
ア
ル
セ
ー
リ
ン
グ
と
同
じ

だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
好
成
績
が
続

い
て
い
る
お
か
げ
で
、
レ
ー
ス
中
は

堂
々
と
し
て
い
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
、
リ
ア

ル
レ
ー
ス
で
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

規
模
の
大
き
さ
か
ら
、
レ
ー
ス
前
は
か

な
り
緊
張
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
世
界
中
の
仲
間
と
繋
が
り
レ
ー
ス
が

で
き
る
ｅ
セ
ー
リ
ン
グ
。
リ
ア
ル
も

バ
ー
チ
ャ
ル
も
楽
し
み
な
が
ら
二
人
に

続
く
ｅ
セ
ー
ラ
ー
の
皆
さ
ん
を
応
援
し

て
い
ま
す
。　　
　

 （eSailing
委
員
会
）

二人の参戦コメントは
公式サイトから

総合 6 位の古川悠航選手

総合 7 位の木暮俊貴選手

ジュニア・ユースセーラーを応援しています
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期 間 大会名称 会 場 主催団体等
2/17～2/21 2024 iQFOiL International Games 兼 全日本選手権大会 沖縄県宮古島市前浜海岸 日本ウインドサーフィン協会

3/30～3/31 2024年度JSAFユースセーリングチャンピオンシップ 
JSAF World Sailing Youth Sailing World Championships 選考大会 和歌山セーリングセンター JSAF 

和歌山県セーリング連盟

4/28～5/8 沖縄-東海ヨットレース2024 沖縄県与那原町与那原マリーナ沖 
⇒ 愛知県蒲郡市ラグナマリーナ沖 ＪＳＡＦ外洋東海　

4/29～5/5 外洋ダブルス日本選手権2024 和歌山県和歌山マリナシティ ⇒ 愛知県蒲郡ラグナマリーナ JSAF

4/30～5/6 アジア・オセアニア420選手権 神奈川県藤沢市 江の島ヨットハーバー 国際420協会 
JSAF

5/23～5/26 ASAF Sailing Cup 
JSAF江の島オリンピックウィーク2024 神奈川県藤沢市 江の島ヨットハーバー JSAF

6/8～6/9 第39回全日本スナイプ級ヨットマスターズ選手権大会 富山県 新湊マリーナ 日本スナイプ協会

7/5～7/7 第33回全日本Ａ級ディンギー選手権大会 神奈川県 葉山新港 日本Ａ級ディンギー協会

7/25～7/28 第65回 パールレース 三重県南伊勢町五ケ所湾沖 
⇒ 神奈川県藤沢市江の島ヨットハーバー沖 ＪＳＡＦ外洋東海

7/26～7/28 第22回全国中学校ヨット選手権大会 富山県 新湊マリーナ 全国中学校ヨット選手権大会連絡協議会

8/12～8/16 令和6年度全国高等学校総合体育大会ヨット競技 
第65回全国高等学校ヨット選手権大会 和歌山セーリングセンター 和歌山県セーリング連盟 

全国高体連ヨット専門部

8/17～8/18 第51回全日本自治体職員ヨット競技大会 豊田自動織機 海陽ヨットハーバー 全日本自治体職員ヨット連盟

8/21～8/25 第77回全日本スナイプ級ヨット選手権大会 鳥取県境港市 境港公共マリーナ 日本スナイプ協会

8/21～8/25 全日本470級ヨット選手権大会 神奈川県藤沢市 江の島ヨットハーバー 日本470協会

9/5～9/8 2024年度全日本学生ヨット個人選手権大会 
2024年度全日本学生シングルハンドレガッタ 豊田自動織機 海陽ヨットハーバー 全日本学生ヨット連盟

9/6～9/8
第1回フォーミュラーカイト全日本選手権大会 
第1回カイトオープンクラス全日本選手権大会 

第1回ウイングフォイルオープンクラス全日本選手権大会

和歌山県和歌山市和歌山セーリングセンター 
浜の宮海水浴場和歌浦湾 日本カイトボード連盟

9/7～9/8 第23回全日本チームレース選手権大会 広島県広島市 観音マリーナ 広島県セーリング連盟

9/7～9/8 ウインドサーファークラス全日本選手権大会 神奈川県藤沢市片瀬東浜 日本ウインドサーフィン協会

9/13～9/15 第40回Laser Class 全日本マスターズ選手権大会 福岡市ヨットハーバー 日本レーザークラス協会

9/14～9/16 全日本オプティミスト級チームレース選手権大会 広島県広島市 観音マリーナ 日本オプティミストディンギー協会 
広島県セーリング連盟

9/14～9/16
高松宮妃記念杯第70回全日本実業団ヨット選手権大会 

第24回全日本セーリングスピリッツ級選手権大会 
2024年全日本セーリング選手権大会

滋賀県立柳が崎ヨットハーバー
大津市柳が崎特設セーリング会場

JSAF国体委員会 
セーリングスピリッツ協会 
滋賀県セーリング連盟 

全日本実業団ヨット連盟

9/20～9/23 日建レンタコムカップ 第32回全日本学生女子ヨット選手権大会 神奈川県 葉山港沖 全日本学生ヨット連盟

9/20～9/23 第57回全日本モスクラスヨット選手権 福岡市ヨットハーバー 日本モスクラス協会

9/21～9/23 全日本ミドルボート選手権 静岡県スパマリーナ熱海 日本ミドルボート協会

9/21～9/22 全日本49erクラス選手権大会 
全日本49erFXクラス選手権大会 神奈川県藤沢市 江の島ヨットハーバー 日本49erクラス協会

9/21～9/23 2024年ひろしまピースカップ 広島県広島市 観音マリーナ 広島県セーリング連盟

9/28～10/1 国民スポーツ大会セーリング競技会 佐賀県唐津市 佐賀県ヨットハーバー JSAF国体委員会

10/5～10/6 テクノ293クラス全日本選手権大会 神奈川県鎌倉市 材木座海岸 日本ウィンドサーフィン協会

10/11～10/14 第37回全日本420級ヨット選手権大会 宮城県名取市 閖上ヨットハーバー 日本420協会

10/12～10/14 オープンスキフクラス全日本選手権大会 兼 プレワールド 兵庫県西宮市 日本オープンスキフクラス協会

10/12～10/13 第70回全日本シーホース級ヨット選手権大会 神奈川県 葉山沖 日本シーホース協会

10/12～10/13 第60回全日本Ｋ16級ヨット選手権大会 神奈川県藤沢市 江の島ヨットハーバー 日本Ｋ１６クラス協会

10/17～10/20（予定） 第56回全日本オプティミスト級セーリング選手権大会 愛知県蒲郡市 日本オプティミストディンギー協会

10/19～10/20 29er級全日本選手権大会 神奈川県藤沢市 江の島ヨットハーバー 日本29er級協会

10/26～10/27 第16回全日本ブラインドセーリング選手権大会 三河みとマリーナ 日本視覚障害者セーリング協会

10/26～10/27 RS JAPAN OPEN2024 
兼 第2回RS AERO全日本選手権 神奈川県葉山森戸海岸沖 日本RSクラス協会

10/26～10/27 第39回テーザー全日本選手権大会 兵庫県芦屋市 日本テーザー協会

10/31～11/4 第89回全日本学生ヨット選手権大会 神奈川県藤沢市 江の島ヨットハーバー 全日本学生ヨット連盟

11/9～11/10 2024年第4回全日本スナイプ級ミックスヨット選手権大会 
2024年度全日本スナイプ級ジュニアヨット選手権大会 神奈川県藤沢市 江の島ヨットハーバー 日本スナイプ協会

11/15～11/17 第11回全日本Melges20クラス選手権大会 神奈川県 葉山マリーナ 日本メルジェス協会

11/21～11/24 ミニトン全日本選手権大会 鹿児島県 日本ミニトン協会　

11/21～11/23 Ｊ/２４ 全日本選手権大会 福岡市ヨットハーバー 日本Ｊ/２４クラス協会

3/7～3/9（暫定） 第13回JYMA選抜大学対抗＆U25マッチレース 
兼 全日本ユースマッチレース選手権大会 愛知県 三河みとマリーナ 日本ヨットマッチレース協会

2024年度 全日本選手権等セーリング競技日程
（2024年4月1日～2025年3月31日）

2024年3月21日現在

最新情報は公式サイト
「Event Calendar」
でチェック!
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パリ 2024 オリンピック
セーリング競技公式サイト

パリ2024オリンピック セーリング競技日程
種　目 7月28日 7月29日 7月30日 7月31日 8月1日 8月2日 8月3日 8月4日 8月5日 8月6日 8月7日 8月8日

男子スキフ種目
49er 級

第1〜3
レース

第4〜6
レース

第7〜9
レース

第10〜12
レース

メダル
レース

女子スキフ種目
49erFX

第1〜3
レース

第4〜6
レース

第7〜9
レース

第10〜12
レース

メダル
レース

男子ウインドサーフィン種目
iQ フォイル級

第1〜4
レース

第5〜8
レース

第9〜12
レース

第13〜16
レース

第17〜19レース 
マラソンレース

メダル
シリーズ

女子ウインドサーフィン種目
iQ フォイル級

第1〜4
レース

第5〜8
レース

第9〜12
レース

第13〜16
レース

第17〜19レース 
マラソンレース

メダル
シリーズ

男子ディンギー種目
ILCA7 級

第1〜2
レース

第3〜4
レース

第5〜6
レース

第7〜8
レース

第9〜10
レース

メダル
レース

女子ディンギー種目
ILCA6 級

第1〜2
レース

歳3〜4
レース

第5〜6
レース

第7〜8
レース

第9〜10
レース

メダル
レース

男女混合ディンギー種目
470 級

第1〜2
レース

第3〜4
レース

第5〜6
レース

第7〜8
レース

第9〜10
レース

メダル
レース

男女混合マルチハル種目
Nacra17 級

第1〜3
レース

第4〜6
レース

第7〜9
レース

第10〜12
レース

メダル
レース

男子カイト種目
フーミュラカイト級

第1〜4
レース

第5〜8
レース

第9〜12
レース

第13〜16
レース

メダル
シリーズ

女子カイト種目
フォーミュラカイト級

第1〜4
レース

第5〜8
レース

第9〜12
レース

第13〜16
レース

メダル
シリーズ

パリ2024オリンピック セーリング競技日程

第 39 回夏季オリンピック競技大会は、7 月 26 日〜 8 月 11 日までフランスのパリで開催されま
す。1900 年の第 2 回大会、1924 年の第 8 回大会に次いで 100 年ぶりにパリで行われるオリンピッ
クでは、32競技329種目が実施されます。セーリング競技は地中海に面したフランス第二の都市、
マルセイユが拠点です。7 月 28 日〜 8 月 8 日の 12 日間にわたって熱戦が繰り広げられます。レー
スは現地時間の 12 時（19 時）に最初のレースがスタートする予定です。日本代表をみんなで
応援しましょう！
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JSAF選手強化パートナー

環境キャンペーン 協賛社

2024年は五輪イヤーです。2023年、オランダで開催されたセーリン
グ世界選手権で男女混合470級では金メダル・銅メダルを取る大活
躍を見せました。代表には1チームしか選出されませんが本番での活
躍が楽しみです。同時に開催されたパラ種目のハンザ303級では銀
メダルを獲得。セーリングは誰もが楽しめるスポーツだと見事に体現し
てくれました。表紙の470級の写真は平井淳一さんの撮影です。

J-SAILING No.119

2024年3月 31日発行　通巻473号 　 

発行／公益財団法人日本セーリング連盟広報委員会

〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町4-2 

JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 9 階 902号室

電話　03-6447-4881　ファクス　03-6447-4882　

E-MAIL head@jsaf.or.jp

発行人／馬場益弘　編集人／森融果

エディター／西朝子　デザイナー／岡田勇気

定価／300円（JSAF会員は会費に購読料が含まれています）

https://www.jsaf.or. jp

NO.119

JSAF賛助会員

ラジエ工業(株)

公益財団法人
日本海事広報協会

株式会社 宅配
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